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（10名）は、疑われなかった患者（60名）と比して、男性の頻度が高く（70% vs. 33.3%; 
p = 0.006)、より大きいサイズの生体弁が留置されていた（p = 0.006)。さらに血栓が疑
われた患者ではD-ダイマー値が、6ヶ月の時点で2.3 mg/ml [四分位範囲: 2.1 - 6.1 mg/ml] 
vs. 1.1 mg/ml [0.8 - 2.2 mg/ml]; p = 0.002、1年の時点で2.7 mg/ml [1.7 - 4.8 mg/ml] vs. 1.2 
mg/ml [0.9 - 2.1 mg/ml]; p = 0.006であり有意に高かった。1年の時点で経弁圧較差は血栓
が疑われた群でむしろ低かった（8.3 ± 0.8 mmHg vs. 11.1 ± 4.9 mmHg; p = 0.005)。両群
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